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ベトナムにおける「新」と「古」の保存・展示  

サイモン・ジョン  

変えてくれたおかげで，筆者が大好きな今  

のメルボルンが存在しているといえる。   

オーストラリア人にとって，ベトナムほ  

ど複雑な感情を抱く国はないと言えよう。  

そして，オーストラリアが現在のイラクに  

おいてベトナムの失敗を繰り返そうとして  

いることは許せない。今こそオーストラリ  

ア人は，ベトナムの歴史を再考する必要が  

あると思う。   

はじめに   

今回のベトナム訪問は，報告者にとって  

初めての訪問であった。ベトナムフィール  

ドワークの主な目的は，獅子舞やオンデイ  

アの観察であったが，ベトナムの歴史につ  

いての調査も行った。特に報告者にとって  

ベトナムは東南アジアの国々の中でも特別  

な存在である。それは自国であるオースト  

ラリアがベトナム戦争に参加したことの  

「恥」と関係している。さらに個人的な意味  

では自分の伯母がベトナム人であり，ベト  

ナム戦争後のベトナム移民が周囲に多く，  

その1世や2世の友人が何人もいることもあ  

って，ベトナムとその文化に対しては複雑  

な気持ちがある。   

報告者は，ベトナム戦争が終った1975年の  

翌年に生まれた。当時は長年の反対運動に  

よりオーストラリアがアメリカに連られて  

ベトナム戦争に参加した事は「恥」だとい  

う風潮になっていたし，自分も戦争嫌いに  

なった。だが，友人の父親たちが「国の防  

衛のため」だと思い戦ってくれたことも否  

定できない。彼らが戟場から帰国した時に  

オーストラリア国民に歓迎されなかったこ  

とは裏切りであると思う。プライベートの  

レベルでは，戦争のおかげでベトナムで働  

いていた伯父が伯母に出逢えたことは悪い  

ことと思えない。さらにべトナムの移民が  

他の移民たちと一緒にメルボルンの環境を  

ベトナムの歴史は複雑である。とくに近  

代の歴史は悲劇の重なりであるため，逆に  

古代から近世までの歴史はほとんど知られ  

ていないといえよう。最近経済的に安定を  

保つようになったベトナムは，植民地時代  

以前の歴史の価値を強調している。一週間  

の旅で主にベトナム中部と北部を見たが，  

その地域だけで世界文化遺産が3ケ所もあ  

り，このような国は滅多にないと思う。ベ  

トナム中部の世界遺産に登録されている場  

所は次の通りである。  

＊フエの建造物群（1993年登録）16世紀～   

20世紀の王宮と帝陵の遺跡  

＊ホイアン（1999年登録）15世紀～19世紀   

の国際貿易港  

＊ミーソン聖域（1999年登録）4世紀～14   

世紀の古代チャンパ王国の聖なる遺跡  
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され，その跡地に成長の早い樹木を植えた  

ためである。この地域は未だに農業が盛ん  

ではないため，現在観光により地域開発を  

進めようとしている。   

チャンパ王国は中国・インド及び周辺の  

国々から様々な影響を受け，独特な文化を  

発展させた。その偉大な文明が忘れ去られ  

ようとした頓にフランスによるベトナムの  

植民地化が始まる。フランス人による探  

検・開拓によって，チャンパは「再発見」  

された。その遺跡は未だにベトナム中部に  

残っており，一番代表的なものはミーソン  

聖域である。それらの遺跡の一部は，ダナ  

ンのチャム彫刻博物館でも観ることが出来  

る。博物館と現地で観るのとはまた異なる  

経験であるが，両者を観れば現代において  

ベトナムの古代がいかに重要視されている  

かがわかる。しかし同時に近代の悲劇も忘  

れ去らないよう，ベトナム戦争に関連する  

跡地についても，保存あるいは記念地化が  

進められている。保護のためには，お金も  

必要である。財政に余裕ができた頃から，  

ベトナムはこの保存費用を稼ぐため戦跡の  

観光化を進めてきた。代表的な例は，北緯  

17度線付近の非武装地帯のツアーである。  

このようにベトナムの「新」と「古」の歴  

史を忘れないため，跡地の保存・展示が推  

進されつつある。  

フエからミニバスでベトナムの南北を走  

る国道一号線の高速道路を一時間ほど進み，  

まずドン・ハ（DongHa）という町に到着し  

た。ドン・ハはベトナム戦争時代にアメリ  

カの基地が設置された町であり，その基地  

が1968年のテト攻勢により攻撃されたことは  

有名である。そのため，この町はかつては  

かなりの盛り場であったが，戦跡に最も近  

い場所であるため現在はツアーの出発地と  

なっているだけの田舎町である。我々もド  

ン・ハでツアーガイドと合流した。   

40歳の若きガイドは，このツアーを主催  

する観光会社の取締役であり，ある意味で  

は新ベトナムの代表者といえる。子供の頃  

は戦争のため避難キャンプで暮らしたとい  

う彼は，戦争の悲惨さを体験して成長した  

といえる。私たちを案内しているうちに，  

当時の苦しい思い出が経ったように見えた  

ときがあった。それは彼の口調に現れたが，  

これは芝居ではなかったと思う。   

彼によると，意外なことにアメリカ人の  

参加者は少なく，オーストラリア人の参加  

者が一番多いという。ドイツ人を初め，ヨ  

ーロッパ諸国の人々もよく参加するという。  

ツアーの価格がかなり安いと思い，そのこ  

とを彼に聞いたところ，「そんなには儲から  

ないが，農業よりは収入はいい」という答  

であった。ガイドの格好の良い外見からは，  

農民との差があきらかに見られた。ベトナ  

ムでは緯清的に恵まれている方と言えよう。  

1．DMZツアー   

第一次インドシナ戦争終了後のベトナム  

の南北分裂により，北緯17度線付近では，  

わずか5kmの幅の非武装地帯（英語：De・  

MilitarizedZone，略してDMZ（デイーユムズ  

イー））が第二次インドシナ戦争（ベトナム  

戦争）まで続いた。そこはベトナム戦争時  

には激しい戦場となり，もとの森林風景は  

破壊され，その景観は一変した。これは爆  

弾だけではなく，枯葉剤によって森が破壊  
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あり，これは殉教者という意味である。兵  

士の遺骨はそもそも甑場に埋もれていたが，  

統一後にこのチューン・ソンに移動された。  

遺骨が入っていない墓も少なくない一方，  

無名墓も多い。この無名墓の中には，後に  

遺族が戦死した自分の息子や兄弟たちの名  

前を自分たちで書き込んでいるものもある。  

ガイドによると，本当に彼らの親族の戟役  

者墓なのか，それとも単なる推測なのか，  

どうも曖昧のようである。来場者はここに  

眠る戟没者の親族や孜々のような観光客だ  

けではなく，戦没者の犠牲を記念すべきだ  

と思う一般国民も多く来るそうである。ベ  

トナムではベトナム戦争の犠牲にならなか  

ったという人はほとんどいないであろう。  

ベトナムの中部にはチューン・ソンの他に  

戦没者専用の墓地は何ケ所かあるが，チュ  

ーン・ソンはこの地域最大の戦没者墓地で  

ある。   

しかし，彼自身も現在の生活を築くまでは  

かなり努力したようである。   

ツアーガイドと一緒にドン・ハから国道  

9号線で西の内陸部へ向かい，30分弱で右  

に曲がり，旧ホチミン・ルートに入った。  

その道は新しく昔の雰囲気は全くなかった  

が，その呼称を聞くだけでも様々なイメー  

ジが湧いた。しかしすぐにまた右に曲がり，  

チューン・ソン（TruongSon）国立墓地に到  

着した。ここでは想像力を必要としなくて  

も，戦争の現実が目前にあった。バスから  

降り歩いて墓地に入ると，まず中央部にコ  

ンクリートの通があり，墓地の真申へ向か  

う階段がある。階段の左右に戦闘場面を描  

いた彫刻が見える。階段を上るとコンクリ  

ートの広場の中に三脚の記念塔が目立つ。  

この地に埋葬されているものの親戚は，ま  

ずその前に線香を供え，お参りをしてから，  

それぞれの向う墓へ進む。私たちもここで  

ガイドの用意した花を捧げた。この記念塔  

のある面には，ホーチミン・ルートを作っ  

た人々へのベトナムの首脳からのメッセー  

ジが書いてある。佃の面には「5．59部隊」  

の歴史が書いてある。この部隊は1959年5月  

のホーチミンの誕生日に設立されたとされ  

ており，その目的は南への補給路を作り，  

かつ管理することであった。この墓地の土  

地は1972年から1975年までこの軍隊の基地と  

して利用されていた。   

この墓地には，記念塔を囲む塞が数万も  

あり，5つのゾーンに分かれている。これ  

はそれぞれの犠牲者の出身地方を表し，こ  

の中もまた出身省別で分かれている。全て  

の墓石の上に「LietSi」という文字が書いて  

一号線に戻り，ドン・ハの22km北辺りを  

流れる旧国境線のベン・ハイ川（BenHai  

River）に着いた。ベン・ハイ川上には日本  

の支援によって鉄筋の橋が架けられている  

が，その東側には狭い木材の橋がまだ残っ  

ている。しかし，この橋は建てられた当初  

の橋ではない。当初の橋は1967年にアメリカ  

軍の爆撃により破壊された。橋は二色で塗  

られており，中央から北の部分は赤のペン  

キで塗られ，南の部分は黄色のペンキで塗  

られている。1973年のパリ平和条約後，現在  

の橋の両脇の地に両国を代表する旗台が建  

てられた。まだ南北分裂中であったため，  

両国は旗の高さを競い合ったそうであるが，  

現在では北側の旗台だけに旗が翻り，南の  
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チューン・ソン国立墓地  

基地の様子  中央記念塔   

戦争の様子を表した彫刻  

戦没者名が後に入れられた墓   
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ヴイン・モツクのトンネル  

トンネルの配置図  

地下生活の再現  

出口のひとつから見た南シナ海   

トンネルの入り口  
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は南京虐殺の資料館やカンボジアのチエン  

エク（キリング・フィルド）にも行ったこ  

とがあるが，それらの地で感じたような被  

害のアピールを感じないことがヴイン・モ  

ックの魅力だと思った。   

しかし資料館よりもトンネル自体が重要  

な展示物である。資料館で地下の生活につ  

いて知識を得てからトンネルに入り，その  

生活に触れることもできる。トンネルは3  

層（浅いl・中くらいの深さ・深い）となっ  

ており，崖の12mから23mの下にある。ある  

部分は修復されており，またある部分は立  

ち入り禁止とされている。開いている部分  

には生活を再現するための人形が置かれて  

いる。ある家族が住む部屋や，攻撃の間に  

17人の赤ちゃんが生まれた助産室の展示が  

面白い。そして12の出入り口のうち，7つ  

の出入ロが海岸に接しているため，そこか  

ら椅麗な海を眺めることができる。当時の  

住民に海を眺める余裕があったかどうかは  

疑問に思うが，トンネルの生活と美しい海  

という対照的な風景を見て，よけいに見学  

者は戦争の重さを感じる。このような体験  

型の展示は非常に新鮮で，ヴイン・モック  

（VinhMoc）はDMZツアーのハイライトであ  

った。  

方には記念モニュメントのオブジェが旗の  

代わりに建てられている。北の旗台の下に  

ある建物で南北ベトナム両国の交渉が行わ  

れた。その建物は当時のままに保存されて  

いる。橋の側の管理室は未だに利用されて  

いるようである。この橋の一帯は新しくな  

ってはいるが，深い歴史の意義を感じる。  

橋より一号線を少し北へ走り右に曲がる  

と狭い道に入り，その右側に川が見えた。  

しかし間もなく海岸に着き，最後の皇帝の  

パオ・ダイが夏休みを過ごした絡麗なツ  

ア・トウン浜（CuaTungBeach）が見えてく  

る。この椅麗な海岸は周りの戟蹟とかなり  

対照的である。海岸に沿ってまた少し北へ  

行くとヴイン・モツク（VinhMoc）に至る。  

そこはDMZ以北で一番大きいトンネル基地  

が築かれた地である。  

1966年からのアメリカの空襲を避けるため  

に，一般の村民はトンネルを掘り始めた。  

後には，北ベトナム軍とベトコンも村民と  

一緒にトンネルを利用した。河口の北側に  

作られたヴイン・チェアン（VinhQuang）  

のトンネルは弱くて空爆で披壊されたにも  

かかわらず，ヴイン・モツタのトンネルは  

丈夫でいまだに残っている。爆弾は1個だけ  

入ったというが，跡の穴は後に空気入れと  

して使用したそうである。   

奥の方には近年建てられた新しい資料館  

がある。資料館の説明は写真・地図などを  

使用しかなり詳しい。真申にある銅のレリ  

ーフには，ベトナム語と英語でハムレット  

の「生きるか死ぬか」の台詞が大げさに刻  

まれていてかなり目立つが，この悲劇には  

この文字は決して大げさではない。報告者  

2．ミーソン聖域   

チャンパ王国（192年～1832年）はベトナ  

ム中部を中心とした王国であった。ベトナ  

ムの北部は中国が支配していたが，中国の  

記録にはその南に「林邑（リウー）」という  

国が存在したとあり，後の記録にはこれは  

「占城（チャンパ）」と表記されるようにな  

った。最初は中国の影響が強かったが，す  
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ウツパの中に残っている。山の中のH群を探  

しに行ったのであるが，はっきりした道が  

なく，すぐ諦めた。代わりにB・C群の裏の  

A群に行ったら，かなりオンボロであった。  

遺物が外に並べられており，ペンキで整理  

番号が塗ってあった。世界クラスの考古学  

者が扱っているはずであるが，遺物自体に  

ペンキを塗るというこの扱い方にはかなり  

驚かされた。そのA群にフエから来た30人程  

度の大学生のグループが入ってきた。外国  

人よりは国内の旅行者が多かった。この学  

生たちは一人の先生と共に自国の歴史を学  

んでいた。   

ミーソンはユネスコなどの援助による国  

際的修復活動が進められている。イタリ  

ア・チームが作業を行っていたG群を見るこ  

とはできなかったが，最後に学生と一緒に  

ドイツ・チームにより保護作業中であるE群  

を見た。これは最古の遺跡とされている。  

しかし，現代の国際的な保護活動が必ずし  

もこの古代の道鏡にプラスに働いていると  

は限らない。チャンパが世界遺産となり，  

ユネスコ（国際連邦教育科学文化機関）の  

資金が入っている状況はよくわかる。ミー  

ソン遺蹟の入場門付近には，巨大な展示館  

や新しい橋もできた。ヴイン・モックのト  

ぐにインドの強い影響を受けた。ミーソン  

遺跡にはこれが明確に見られる。遺跡にあ  

ったチャンパ碑文には，サンスクリット語  

の碑文から，サンスクリット文字でチャン  

パ語で書かれた碑文まであり，独自のチャ  

ンパ文化への変遷が見られる。   

約1600年の歴史の中で，チャンパにもさま  

ざまな変遷があった。さらに，ベトナムの  

少数民族であるチャム旋がチャンパ人の子  

孫とされているので，ある意味ではチャン  

パの歴史は現在まで続いているといえよう。  

しかし，チャンパの歴史にはかなりの空白  

がある。ベトナムの中部に遺跡群が点在し  

ているが，これはチャンパの首都がよく移  

ったためとされていた。しかし，近年，同  

時進行論が主論となり，各地域の遺跡群が  

古代ギリシャのような都市国家であり，チ  

ャンパは連邦であったという見方が強くな  

った。そのように考えると，ミーソン（美  

山）聖域がチャンパという全体の中でどの  

ような位置づけになるのかはつかみにくい  

が，偉大な場所であったことは過言ではな  

い。  

10月17日，ミーソン聖域を訪れた。ミーソ  

ンの聖域全体はA～Lの遺跡群に分かれてい  

る。全体の建築の雰囲気は似ているが，そ  

れぞれの遺跡群の遺蹟は多少異なっている。  

これは設立された時代にもかかわっている。  

まず入ったのはB群とC群であった。この敷  

地は最も広く，観光客も最も多い。保護作  

業が進んでいるためかどうかわからないが，  

最も元のままで残っている。しかも，来場  

者はストウツパの中に自由に入ることがで  

きる。壊れる恐れのあるものは博物館に移  

動されているが，まだ何点かの遺物がスト  ミーソン遺跡の配置図（古い看板）   
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ミーソン聖域  

遺跡A群の一部  

遺跡A群のストウーパ  遺跡内部の彫刻とべトナム人観光客  

観光客を遺跡入り口まで連れて行くジープ  保存作業中のストウーバ  
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ルが50個の像をツーレイン庭園に移し，後  

にカミーユ・パリ氏が荒塔を農園の中に見  

つけて，そこから彫刻類を保護のために持  

って帰っている。   

博物館の存在は，倫理的な問題を招くも  

のである。植民地の場合では特に難しい。  

例えば，エジプトの遺跡は大英博物館など  

に保護し保存すべきか，元の国に戻すべき  

かという問題には様々な意見があると思う。  

このチャム彫刻博物館の存在を聞いた時に，  

このような思いが浮かんだ。   

ダナンチャム彫刻博物館は，遺跡の保護  

を考えたフランス人たちにより遺物等を現  

地に残したまま保存すべく設立された。そ  

れゆえ1919年に博物館が正式に設立された時  

には，その運営に遺跡保護のためのかなを）  

厳しい条件が付けられた。   

設立までの経緯は以下の通りである。  

1902年にフランス政権はこれらの宝のハノ  

イへの移動を命令したが，地方の有力者が  

これを拒否する。1908年，フランスの考古学  

者アンリ・パルメンテイエが後にこの博物  

館の設立理念となった条件を報告書に書い  

た。この報告書でパルメンテイエは，サイ  

ゴン警察本部，ツーレイン（後ダナン）植  

民官邸などにおけるチャンパ遺跡彫刻の散  

乱と放置を厳しく批判している。パルメン  

テイエの条件は次の3つである。  

ンネルと同様，各国の言語が使用されてい  

る展示館はチャンパ遺蹟見学前の見学者の  

情報源となっている。また，橋から遺跡群  

の途中までの数百メートルを，無料の新し  

いジープが見学者を運んでくれる。このジ  

ープのサービスは無駄としか思えない。な  

ぜなら，ジープ停留所から遺跡群までもか  

なり距離があるし，また，広い遺跡群の中  

の方が年配者にとってはかなりきつい行程  

なのである（。   

ユネスコのお金が入っていてもまだ管理  

の問題がある。立派な入場券の真には道鏡  

の地図が書いてあったが，この地図は遺跡  

群人口に建てられた古い看板の地図と異な  

る点が多かった。E群から来た道と違う煉瓦  

で舗装された小道がジャングルの中を通っ  

ていたが，この道は入場券の地図に載って  

いなかった。方向としては戻りたかった場  

所の方へ向かっていたように見えたため，  

この小道を進んでみた。子供のグループも  

ついてきて本当に遺跡群の入口に帰れるか  

どうか心配だったが，かなり長い距離を歩  

いたあといつの間にかジープ停留所まで戻  

っていた。後で写真を見るとその道は出口  

となっていた。停留所からジープに乗り展  

示館まで戻り，雨が降り始めた時にマイク  

ロバスに乗りホイアンへ戻った。ホイアン  

から「マーブル・マウンテン」という寺院  

群経由でダナンへと向かった。  

＊遺跡群から離れた場所に遺物が見つか   

った場合は，すぐに博物館へ移動する   

こと  

＊遺跡群の中の遺物は悪化の恐れがなけ   

れば，そのままに残すこと  

＊早魅を防ぐための農民等の遺物祀りを，  

3．ダナンチャム彫刻博物館   

植民地時代にチャンパの遺跡は再発見さ  

れるとともに，遺跡から数多くの宝が持ち  

去られ，フランス人の庭などのオーナメン  

トになっていた。1892年にシヤール■ルミー  
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チャム彫刻博物館の展示方法  

調  

展示物が館内の壁や展示台に直接埋め込まれている。展示物の中  
には，それ自体が別の展示物を飾る台となっているものもある。  

左：展示物の一部が戸  

口の両側に填め込  

まれている。  

右：博物館の庭に置か  

れ風雨にさらされ  

た状態の展示物。   

ー234－  



尊重すること   戦争を越えて，チャンパの遺跡群がまだ  

残されていることは奇跡的であると思う。  

テト攻勢のフエの戦いにより，南ベトナム  

軍の兵隊によって博物館を駐留に利用され，  

彫刻の間にハンモックを渡すなどの乱暴な  

扱いを受けている。チャンパ文明を研究す  

る歴史家のフィリープ・スターンがニクソ  

ン大統領へ手紙を送り，ミーソンなどの遺  

跡の爆弾における破壊と博物館の安全面の  

不安について説明したところ，ようやく遺  

跡や遺物の保護を重視する命令が大統領か  

ら下ったのである。   

しかしそのことよりも，10月17日，訪れた  

際，この博物館の最も魅力的な特徴として  

感じたのは，その展示方法である。各遺跡  

群にあった様々な遺物は，そのままに残す  

と悪化すると判断されているものについて  

は博物館に移送されており，またこの中の  

ほとんどは公開されていない。ここまでは  

他の博物館と異なりはないが，展示物に大  

きな遠いが見られるのである。   

一般の博物館で見る「触らないでくださ  

い」，「撮影厳禁」などの指示がなく，観客  

が展示してあるものに直接手で触れても注  

意される梯子はない。これらの展示物もレ  

プリカではないのであるが，触れさせるこ  

このようなパルメンテイエの強い意志に  

より，遺跡の現地の近くに博物館が設けら  

れた。パルメンテイエの条件は基本的に現  

在におけるユネスコの理念と経れておらず，  

当時にしてはかなり進んだ価値観であると  

思う。これらの彫刻がこの博物館で展示さ  

れていることはパルメンテイエのお陰であ  

る。1919年の時点で，この博物館には300の  

彫刻と70の碑が集まった。従来の博物館は  

単純な長方形であったが，所蔵している彫  

刻の数が増えたために両端にウイングが建  

てられ，1936年に拡大した博物館はアンリ・  

パルメンテイエ博物館と改名された。  

1946年に第1次インドシナ戟争が起きる  

と，警備の手薄を狙って市民が略奪を行い，  

所蔵する多くの遺物が失われた。1948年まで  

に少しずつ，売却先などから集め戻して所  

蔵を元の状況に回復していったが，フエの  

カイ・デイン博物館の所蔵はこの時期に全  

て消えてしまった。1963年にチャム彫刻博物  

館となり，現在の所蔵は約300点に及ぶ。  

1992年、1996年に修復作業が行われ，1996年  

に博物館の庭の発掘により157点の遺物が発  

見された。  

触ることができる展示物  ダナンチャンパ彫刻博物館  
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国民にも政府にも認知されてきた。DMZツ  

アーは金銭が目当てだという観点もあり，  

これも否定できないが，それとともにベト  

ナムの新しい歴史でみられる犠牲，悲劇，  

戦争のひどさを伝える展示も，戦争を直接  

に体験した人々とその子孫により重要視さ  

れつつある。ベトナムについては，ベトナ  

ム戦争などのイメージが強過ぎて，植民地  

時代以前の偉大な文明のような古い歴史は  

あまり知られていない。ミーソン聖域の世  

界遺産登録によりこの保存が推進されてい  

ることもあって，徐々に遺跡についての知  

識が世界に広まっている。保護作業のため  

には，博物館も重要である。チャム彫刻博  

物館の独特な展示方法には手緩い点もある  

が，注意深く直接に遺物を触ってみれば，  

さらにその歴史の重要性がわかる。歴史は  

過去を措くものであるが，同時に現在や未  

来のための学問であり，ベトナムの独特な  

歴史を適切に保存し展示することはベトナ  

ム自体と世界全体のためになるに違いない。  

とが出来ないほど貴重であったり脆いもの  

ではないということだろう。しかも遺跡の  

柱が直接壁の中に埋め込まれており，壁自  

体が展示物となっているなどの展示方法も  

見られる。外庭に，彫刻が天候を恐れず設  

置してあることも珍しい。   

博物館の警備員・学芸員の少なさは，日  

本では考え難いことだろう。けれども監視  

されず自由に彫刻などの歴史に対面するこ  

とができる気楽な雰囲気は，伝統的な博物  

館に対する固いイメージからはるかに離れ  

ている。しかし残念なことに1980年代の後半  

に何点が盗難された。彫刻を展示するため  

には警備と自由のバランスを考えるべきで  

ある。   

この展示方法に，反村する人は少なくな  

かろう。確かにかなり危険な扱い方である  

と思うが，慎重な運営さえ為されるなら，  

閲覧者にとって興味深い展示を継続するこ  

とができる。ミーソンなどの遺跡群とチャ  

ム彫刻博物館の展示により，人々が消えた  

チャンパ文明の魅力に触れることを通して，  

アンコールなどのように多くの人々に知ら  

れるようになればと思う。  
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終わりに   

20世紀のベトナムは，騒然たる歴史であ  

った。植民地時代から第二次世界大戦，第  

一次インドシナ戦争，ベトナム戦争，中越  

戦争（第三次インドシナ戦争），カンボジア  

出兵と悲劇が継続した。   

ここ20年，ようやく安定を保つことも経  

済的な余裕も出来るようになり，ベトナム  

は自らの歴史を再考するようになった。「新」  

と「古」の歴史を記念する必要がベトナム  
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